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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーパをお買い求めいただき、まことにありがとうご 
ざいます。 

本書では 、 Express 5800シリーズサーバ 「Express 5800 /140 RC -4」 または 「Express 5800/ 
140 Hd 」 で使用するオペレーティングシステム 「 Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版」 
または 「 Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版」をインス I —ルする方まにつ 
いて記述しています。 

( Express 580 0シリーズのセットアップ （ OS のインストールを含む）は添付の CD-ROM 
忙 XPRESSBUILDER 」 の r シームレスセットアップ」機能をお使いになることをお勧めします。） 

本書での内容は 、 Windows 2000やその他、使用するオペレーティングシステム ( OS ) の機能や操 
作方法について十分に理解されている方を対象に説明しています。 0 S に関する操作や不明点につ 
いては、を 0 S のオンラインヘルプなどを参照してください。 


本書は上記に巧ずモデル専用の説明書です。添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDERJ の 
中には他のモデル用の説明書が含まれている場合もありまず。本書を参照してインストール 
をずる前に、お使いになつているモデルを巧認して<ださい。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意□ホを示します。 


ユーティリティや装置を取り扱う上で守5なければな5ない事柄や特にま意をすべき点 
を示します。 


Q 

チェック 


国 

ヒント 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要びある点を示します。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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ソフトウェア使用条件 


添付の CD - ROM 内のソフトウエアを使用するにあたって、添付のソフトウエアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご磕認ならびにご承諾ください。 


ユーザーヴポートについて 

ソフトウエアに関する不明点や間い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」に記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://nec8.com/ 

『NEC 8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フイールデイング(術ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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概要 


Express 5800シリーズの再セットアップをするときは、「シームレスセットアップ」と「マニュアル 
セットアップ」の2つの方まがあります。本書では r マニュアルセットアップ」の手順を説明します。 

それぞれのセットアップについてじ(下に説明します。作 xpress 5800シリーズのセットアップは、 
r シームレスセツトアップ」を使ってセツトアップすることをお勤めします。） 


シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから OS 
(Windows 2000)、各種ユーティリティのインストールまでを添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる Express 5800シ 
リーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティシヨン設定で使用する場合や OS を再インス I -一 
ルする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能が代わって行 
います。 

シームレスセットアップの方まじついては r ユーザーズガイド」で説明しています。 

また、再インス!-ールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と同 
じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

「セットアッ プ パラメ-夕 の」は、 express 巨 UILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に作 
成しておくことができます。 

事前に r セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間に入力や選 
択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラメータ FD にあるセット 
アップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正することもできます）。セットアップ 
パラメータ FD の作成方法については、「ユーザーズガイド」で説明しています。 


マニュアルセットアップ 

Windows 2000やディスクドライバ、ネットワークアダプタドライバ、各種ユーティリティのイ 
ンストールなどをひとつひとつ手作業で行う方まです。 


セツトアップ後にシステム固有のモジュールを適用するアップデートモジュールのインス I -ールを 
行ってください。 


1 





注意事頃 


マニュアルセツトアップを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


システムのアップデートについて 

Exp 「 ess 5800 のシステム構成を変更したときは、必ず E x p 「 e s s 5 8 0 0に添付の 
「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM を使って、システムをアップデートしてください。詳しくは、10 
ページを参照してください。 


Service Pack の適用について 

• Express 5800では 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付されている Ser - 
vice Packt (降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報をおかめた上で使 
用してください。 

[NEC 8番制 http://nec8.com/ 

• Windows 2000 Service Pack 4を適用する場合は、「システムのアップデート」で行ってくだ 
さい。装置に 「Windows 2000 RUR 4 対応 (Service Pack 4) 差分 FD 」 および 「Windows 2000 
RUR 4 対応 (Service Pack 4) インス I -- ル手順書」が添付されている場合がありますが、差分 FD 
および手順書は使用せず、破棄するか、装置に添がされている他の媒体と異なった場所に保管 
してください。 

万一、使用しても、次のようなメッセージが表示されセットアップは続行できません。 

くセツトアップメッセージ> 


r 

この Windows 2000 RUR は、この装置には対応していません。 
ご使用の装置を磕認してください。 




ノ 


ディスク構成について 


ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領 
域が存在する場合があります。構成情報やユー 
ティリティを保存するための保守用パーティショ 
ンです。削除しないでください。 
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ダイナミックディスクへの再インス I ルについて 


ダイナミックディスクにアップグレードした八ード 
ディスクに再インス!-ールする際、 0 S をインス!-一 
ルするパーティション外にパーティションが存在 
し、そのパーティションを残したい場合は、次の点 
についてを意してください。 

• 0 S をインストールするパーティションには、前 
に 0 S をインストールしていたパーティションを 
選択してください。 


い。） 

1 m 

1 XX.XX G 巳 NTFS 

1 XX.XX G 巳 NTFS 

1正巧 のス テム） 

■正巧\ 


データ領域 

(このパーテイシヨン 

を残したい場合） 


• 0 S パーテイシヨンのフォーマットに ついては、 
「現在のファイルシステムをそのまま使用（変更な 
し）」を選択してください。 


M 0 装置について 

インス I -ール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS じ設定すると、ファイルシス 
テムが正しく変換されません。 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 


DAT 等のメディアについて 

セツトアップでは、 DAT 等のインス!-ールに不要なメディアはセツトしないでください。 


作成ずるノくーティションサイズについて 

システムをインス I -ールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求めること 
ができます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インス I -ールに必要なサイズ =1000 MB 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 


因 


• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイズで 
す。ぺージングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報 
(メモリダンプ)を採取できない場合びあります。 

• -つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409日 MB でず。搭載 
メモリサイズ X 1.己倍のサイズび409己 MB を超える場合は、409己 MB で設定してください。 

参搭載メモリサイズが 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズは、最大で 「2048 M 巨+ 
12 MB 」 でず。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルする場合は、別途そのアプリケーシヨンび必要と 
するディスク容量を追加して<ださい。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 巨の場合、必要最小限のパーティシヨンサイズは、上記の計算 
方法から 

1000 M 目 + (5 に MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) 二 2292 MB 


となります。 
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システムをインス I -ールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ+ページング 
ファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを増設してく 
ださい。 

ダンプファイルサイズを痛保できない場合は、次のようじ複数のディスクに割り振ることで解巧で 
きます。 


(1) インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズを設をする。 

に）ユーザーズガイドの r 障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報(ダンプファイ 
ルサイズ分)を別のディスクじ書き a むように設定する。 

(ダンプファイルサイズを書き a めるスペースがディスクにない場合はインストールに必要なサ 
イズ+ページングファイルサイズでインストール後、新しいディスクを増設してください。） 
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マニュアルセットアップ 


マニュアルセットアップで Windows 2000 Server 日本語版または Windows 2000 Advanced 
Server 日本語版をインストールする手順を次に示します。(下、これらの OS をまとめて 
[Windows 2000」と呼びます。 

シームレスセットアップでインストールをする場合は、ユーザーズガイドを参照してください。 

a セットアップを始める前に必ず2ページの r を意事項」を参照してください。パーティションの作成 
やダイナミックディスクへのインス I ルに関ずる説明びあります。 


マニュアルセットアップに必要なをの 


作業を始める前に次のディスクや説明書を用意します。 
n EXPRESS 巨 UILDER ( CD - ROM ) 

□ Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 ( CD - ROM ) または Microsoft Windows 2000 Ad ¬ 
vanced Server 日本語版 ( CD - ROM ) 

□ Windows 2000 Service Pack ( CD - ROM ) 

n Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER (または 1.44 M 巨フォーマットの 3.5 イン 
チフ□、ソピーディスク1枚） 

n ファーストステップガイド 

n ユーザーズ ガイド 
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インストールの準備 


インストールを始める前に 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER 」 を作成してく 
ださい。 


Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBULDER は、次の2通りの方まで作成することができ 
ます。 

• EXPRESSBUILDER で Express ヴーバを起動して表示されるメニューか5作成する 

Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 目 ULDER を作成するためじ使用できるコンピュー 
夕が Express サーバしかない場合は、 この方まで作ぶします。ただし、 Express サーバが Win ¬ 
dows 2000で動作できる場合は、この後の r マスターコント□-ルメニューから作成する」で 
も作成することができます。 

次の手順で作成します。 

7 3.5 インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

9 Express ヴーバの電源を ON にする。 

3 Express ヴーバの CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセツトす 
る。 

4 CD - ROM をセットした！5、リセットする（く Ctrl >+ く Alt >+ く Del > キーを押す）か、電 
源を OFF / ON して Express ヴーバを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 巨 UILDER が起動します。 

「ツールメニュー」か5「サボートディスクの作成」を選択する。 

Q 「サボートディスク作成メニュ ー 」か！ 5 rWindows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 を選択する。 

フ 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 が作成されます。作成した 
「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 目 UILDER 」 はライトプ□テクトをし、ラべ 
ルを貼って大切に保管してください。 
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参マスター コント□—ルメ ニュー か!5作成する 


マスターコント□ールメニューは、次のオペレーティングシステム上で起動します。 

— Windows Me /98/95 
- Windows XP / 2000 
— Windows Server 2003 
— Windows NT 4.0 

上記のオペレーティングシステムで動作しているコンピュータを使用できる場合は、マスター 
コント日ールメニューから Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER を作成するこ 
とができます作 xpress サーパち含まれます）。 

次の手順で作成します。 

7 3.日インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

ク Windows Me /98/9 日、または Windows XP / 2000 、 Windows Server 2日03、 
Windows NT 4.0 を起動する。 

3 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

マスターコント□ールメニューが起動します。 

yj [ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、 [ OEM ディスクの作成]- 
[for Windows 200 0] の順にメ 
ニューを選択する。 


右クリックで現れるポップアッ 
プメニユーでも同様の操作がで 
ヒント きます。 


与画面の指示に従ってフ□ツピーデイス 
クをセツトする。 



〇オンラインドキユント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


令 r •だ!: ミ;;。） 


Copyright NEC Corporation 


NEC 


「Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER 」 が、作成されま 
す。 


作成した 「Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 はライトプ□テクトを 
し、ラベルを貼って大切に保管してください。 
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Windows 2000のインストール 


次の手順に従ってインストールします。 

7 システムの電源を ON にする。 

P Express ヴーバの CD - ROM ドライブに Windows 200日 CD - ROM をセットする。 

3 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットした5、リセットする 
(く Ctrl >+ く Alt >+ く Del > キーを巧す)か、電源を OFF / ON して Express ヴーバを再起 
動する。 


因 


CD - ROM からシステムが立ち上がり、 Express サーバが再起動します。 

Windows 2000のセットアップ画面が表示されます。画面が表示されなかった場合は、 

く Erite 「> キーが正しく押されていません。もう一度システムの電源を ON し直してから始 
めてください。 

イ 画面上部に 「Setup is inspecting your computer's hardware configuration..J 
び表示されている間にく F 6> キーを巧す。 


Q 

チェック 


^ 下のメッ セージび 表示された！5 く S > キーを 巧す。 

Setup could not determine the type of one more mass storage 
devices installed in your system , or you have chosen to 
manually specify an adapter . Currently , Setup will load 
support for the following mass storage devices . 

\_ y 

W 下のメッセージが表示されます。 


Please insert the disk labeled 
manufacturer-supplied hardware support disk 
into Drive A : 

* Press ENTER when ready . 

\___ J 


く F 6> キーを巧しても、このときには画面上には何の変化もあ 5 われません。 


J \- ドディスク上に起動可能な OS びインス I ル済の場合は、画面上部に 「Press 
any key to boot from CD ..」 び表示がされている間に < Enter > キーを}甲してくだ 
さい。起動可能な 0 S び存在しない場合は不要です。 
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巨 Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER をフ□ッピーディスクドラ 
イブにセットし、く Enter > キーを巧す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 

7 [Adaptec Ultra 32 日 SCSI Cards ( Win 2000)]を選択し、く Enter 〉 キーを巧す。 

手順5の画面に戻ります。 

g 装置にディスクアレイコント□ーラび装着されている場合は、 SCSI アダプタリストか 
SliTF のいずれかを選択し、く Enter > キーを巧す。 

- N 8103 -64 を装着の場合 

[LSI Logic MegaRAID Enterprise 1600 RAID Controller Driver ] 

- N 8103 -81 を装着の場合 

[MegaRAID SCSI 320-2 Controller Driver ] 

じ(降は、メ 、ソ セージに従って作業を続けてください。 

インストールの詳細については、「ファーストステップガイド」を参照してください。 

因 


ファイルのコピーの後、自動的に再起動します。 


ヒント 

降は、画面の指示に従ってセットアップしてくださし詳細については、「ファース 
トステップガイド」を参照してください。 

q 10 ページの説明を参照してシステムのアップデートを行う。 

10 11ページ LU 降の説明を参照してドライバのインストールと詳細設定をする。 



フロッピーディスクおよび CD - ROM を取り出す必要はありません。ただし、フロッ 
ピーディスクを取り出さない場合は、 CD - ROM も取り出さないでください。 


• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルするパーティションを 
設定する画面び表示されまず。このとき表示される先頭にある己 5 MB の領域は、 
Express 日800特有の構成情報や専用のユーティリティを保存ずるために使用さ 
れるパーティションです。この領域の削除は推奨しませんび、己曰 MB の領域を確 
保させたくない場合は、 「 D = パーティションの削除」で削除してください。 

• 1000001\/16(10068)似上の領域を持ったディスクに\/\/1口か)\/\/52000をイン 
ス I ルずる場合、デフオルト値のパーティションサイズがでは、己巧 
(99999 MB ) 於下の値しか設定できません。 
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システムのアップデート 


—Service Pack の適用一 


システムを再起動後、必ず]: i 下のようにシステムをアップデートしてください。 


因 


次の場合も必ずシステムのアップデートを行ってください。 

• システム構成を変更した場合(システム構成を変更した後、再起動を促すダイア□グボックス 
び表示される場合は[いいえ]をクリックし、システムをアップデートしてください。） 

• 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場台 

• CPU を増設した場合 

• バックアップ媒体か5システムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 曰800用差分モジュールを適用したシステムの場封ま、再 
度 RUR の FD を使用して Express 己800用差分モジュールを適用してください。このとき 
Service Pack を再適用する必要はありません。） 


/ 管理者権限のあるアカウント ( administrator 等)で、システムに□グオンする。 
P 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする。 

マスターコント □ ールメニューが表示されます。 


3 [ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、[システムのアップデート] 
をクリックする。 



右クリックで現れるポップアッ 


プメニユーでも同様の操作がで 

ヒント 

きます。 


画面のメッセージに従って作業をすす 
め 、 Service Pack を適用してくださ 
い。[コンピュータの再起動]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 



4 [コンピュータの再起動]をクリックしてシステムを再起動させる。 

システムのシャツトダウン開始後、ただちに 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - 
R 0 M ドライブか5取り出す。 


10 






















ドライ八のインストールと詳細設定 


本体標準装備のを種ドライバのインストールとセットアップを行います。 

ここで記載されていないドライバのインストールやセツトアップについてはドライバに添付の説明 
書を参照してください。 


PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバじ含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
GigaEthemet の設をに必須です。必ずインス I -ールしてください。 

PROSet を使用することにより、じ(下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の磕認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
参 Teaming の設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を提 
供し、サーバースイ、ソチ闇のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインス I -- ルする場合は、 t (下の手順に従ってください。 

/ 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

P スタートメニューか5[プ□グラム]、[アクセサリ]の順でポイントし、[エクスプ□一 
ラ]をクリックする。 

3 [く CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ BC 1 1 ¥ PR 0 Set ¥ WIN 2 K ] ディ 
レクトリ内の rPROSet . exe 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ lntel ( R)PROSet - Ins ね IlShield ウィザード]が起動します。 

4 [次へ]をクリックする。 

5 [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

巨 [標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

7 [インストール]をクリックする。 

[Instal に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

g [完了]をクリックする。 
q システムを再起動する。 

W 上で完了です。 
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ネットワークドライバ 

標準装備の2つのネットワークドライバは、システムのアップデート時に自動的にインストールさ 
れますが、それぞれの転送速度と Duplex モードの設定が必要です。 

W 下の手順に従って設定してください。 

また、この項では、ネットワークドライバの再インストール手順も説明します。 



ヒント 


サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。[ネットワークモニ 
夕]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（またはパケッ 
りを監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの 
手順は、ユーザーズガイドを参照してください。 


必要に応じてプ〇トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワークとダイヤルアップ 
接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 


転送速度と Duplex モードの設定手順 

〈 PROSet びインス I ルされていない場合〉 

/ LAN 1 (100 Base - TX ) 用の r □-カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスを 
開<。 

スタートメニューから[設を]^[ネ、ソトワーク接続]をクリックします。 

P 「□一カル接続」アイコンをちクリックし、ポップアップメニューかプ□パティ」をク 
リックする。 

「□一カルエリア接続のプ□パティ」ダイア □ グが表示されます。 

3 [構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

4 [詳細設定]タブをクリックし、 [ リンク速度とデュプレックス]を HUB の設定値と同じ値 
に設定する。 

5 [ Intel ( R ) PRO / 100 Network Connection のプ□パティ]ダイア□グボックスの 
[0 K ] をクリックする。 

巨 続いて、 LAN 2(10 日日 Base - T ) 用の r □—カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グ 
ボックスを開<。 

フ手順2〜曰を参照し、 [ Intel ( R ) PRO / 1000 XT Network Connection ] の設定を 
行ってください。 

W 上で完了です。 
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〈 PROSet びインス I ルされている場合〉 

7 スタートメニューか5[設定]一[コント□ールパネル]をクリックする。 

P 「Intel PROSet 」 アイコンをダブルクリックする。 

「Intel PROSet 」 ダイア□グボックスが表示されます。 

3 リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 100 Network Connection ] をクリックして選択する。 

4 [速嵐タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定を HUB の設定と同じ値に設 
定する。 

続いて、リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 1日日0 XT Network Connection ] をクリック 
して選択する。 

巨 [速嵐タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定を HUB の設定と同じ値に設 
定する。 

フ [Intel PROSet ] ダイア□グボックスの[適用]をクリックし、 [0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 


再インス I -ール手順 

0 S のインス I -ール後にネットワークドライバを削除し、再インス I -ールする場合は W 下の手順で 
再インス!-ールしてください。 

7 0 S を再起動し、□グオンする。 

[新しい八ードウェアの橫化ウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

P [次へ]をクリックする。 

3 [デバイスに最適なドライバを検索する雕奨)]ラジオボタンび選択されていることを確 
認し、[次へ]をクリックする。 

4 [場所を指定]チェックボックスをチェックし、その他のチェックボックスのチェックを 
外し、[次へ]をクリックする。 

[新しい八ードウエアの橫化ウイザード]の別ダイア□グボックスが表示されます。 


13 




已 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブにセットし、アダプタに合わせ 
てドライバの格納場所を指定し、 [0 K ] をクリックする。 

[ Intel ( R ) PR 0 1000 XT Network Connection ] の場合 

[< CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ 目 C 11¥ PR 01000¥ WIN 2 K ] 

[ Intel ( R ) PR 0 100 Network Connection ] の場合 

[< CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ 目 C 11¥ PR 0100¥ WIN 2 K ] 

巨 [次へ]をクリックする。 

7 [完了]をクリックする。 

ネットワークドライバ再インス I -ール後、それぞれ転送速度と Duplex モードの設定が必 
要です。12ページを参照し、再度、設をし直してください。 


オプシヨンのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -84/1 11/80/86/103/1 13) を使用する場合は、本書の 
ネットワークドライバの再インス I -- ル手順を参考にし 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM に格納さ 
れているドライバをインス I -ールしてください。 


N 8104 -80/86/1 11のボード名のドライバ 

に D - R 0 M のドライブレタ ー:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ 巨 C 11¥ PR 0100¥ WIN 2 K ] 

N 8104 -84/ 103/113のボード名のドライバ 

[ CD - ROM のドライブレタ ー:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ 巨 C 11¥ PR 01000¥ WIN 2 K ] 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバは、システムのアップデート時に自動的にイン 
ス I '''ールされます。 


Windows 2000において、 OS のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライバを削除 
し、再インス I -ールする場合は U 下の手順で再インス I -ールしてください。 

7 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

P スタートメニューか5[プ□グラム]、[アクセサリ]の順でポイントし、[エクスプ□一 
ラ]をクリックする。 

? 「く CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ VIDE 0」 ディレクトリ内の 
[ SETUP . EXE ] アイコンをダブルクリックする。 

メッセージに従ってインストール作業を進めてください。 

途中、「デジタル署をが見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、[は 
し叫をクリックし、インス!-ールを続けてください。 

4 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブか！5取り出し、画面の指示に 
従って OS を再起動する。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-65/75) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□-ラ ( N 8103 -65/75) を追力□接続する場合、 OS のプラグアンドプレイ機 
能が動作しますが、ドライバは自動でインストールされません。じ(下の手順でドライバをインス 
卜ールしてください。 

7 ハードウェアの更新ウィザードが表示されますので、[次へ]を選択後、「このデバイスの 
既知のドライバを表示して、その一覧か5選択する」を選択し、[次へ]をクリックする。 

P 「 SCSI と RAID コント□—ラ」を選択し、[次へ]をクリックする。 

3 [ディスク使用]をクリックする。 

4 フ□ッピーディスクドライブに 「Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 をセツトして製造元のファイルのコピー元に「3:¥」と入力し、 
[0 K ] をクリックする。 
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已 下のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 81 03-65 の場合： rinitio INI - A 10 XU 2 W PCI SCSI Controller 」 

N 8103 -75 の場合： 「Adaptec SCSI Card 29320 ALP - Ultra 320 SCSI 」 

国 

ヒント 

これでドライバのインス I -ールは完了です。画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


ロゴテストに合格していない音のポップアップが出る場合がありますが、システム上問 
題ありません。 [ OK ] をクリックしてください。 


障害処理のためのセツトアツ 


障害が起きたときに障害からより早く、痛実に復旧できるようセットアップをしてください。詳細 
な手順についてはユーザーズガイドをご覧ください。 
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